
平成28年7月

【お問い合わせ】 農業開発総合センター企画調整部（TEL 099-245-1118） 最寄りの支庁・地域振興局の普及担当課（農政普及課など）

⑥ 熊毛支場
（西之表市）

⑦ 大島支場
（奄美市）

⑧ 徳之島支場
（大島郡伊仙町）

⑨ 畜産試験場
（霧島市）

⑩ 肉用牛改良研究所
（曽於市）

⑪ 農業大学校
（日置市）

① 管理部
企画調整部
園芸作物部
生産環境部
（南さつま市）

② 花き部
（指宿市）

③ 果樹部
（垂水市）

果樹部北薩分場
（薩摩川内市）

④ 茶業部
（南九州市）

茶業部大隅分場
（志布志市）

⑤ 大隅支場
（鹿屋市）
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農業開発総合センター

ピーマンにおけるＩＰＭ技術（待ち伏せ型防除）と露地作物への応用

天敵を待ち伏せさせる
「バンカー法」を確立

○ ムギ等の代替植物とそれに寄生

する虫（餌）を利用して天敵の住

処（増殖場所）を確保し，施設内

に天敵を常時定着させる

露
地
作
物
へ
の
展
開

○ 地域の土着天敵に餌や蜜源を供

給する「天敵温存植物」を用い，

天敵の来遅れを回避

○ 土着天敵を防除に活用するモデ

ルをオクラで確立
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アブラムシ

天敵
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慣行防除圃場 土着天敵活用圃場

天敵（寄生蜂）

生産環境部

アブラムシ

（農・食推進事業）

技術ポイント

○ 微粒子化した農薬の噴霧と

送風を組合せ，少量の農薬

で茶新芽の病害虫を防除

○ 農薬散布を茶樹表層に絞り

天敵類を保護・活用

○ 茶の農薬散布量を従来比約1/2～1/3以下へ削減
○ 農薬経費や散布労力等を大幅に削減

○ 天敵と共存した茶の生産体系を構築

茶業部

効 果

生産環境部

土壌診断でリン酸肥料の適正施肥

収

量

目標収量

リン酸０ 10   30    50 80

リン酸に応じた施肥

～10   →  まず土づくりから

10～30   →  標準施肥

30～50   →  半量施肥

50～ →  無リン酸

○ 野菜畑では，土壌のリン酸が

増加

○ 土壌のリン酸レベルに応じ

リン酸施肥基準作成（下表）

やや高い30～50

高い 50 ～

低い ～10 （mg/100g）

適性 10～30

リン酸と収量

51%

13%
19%

17%

技術ポイント

リン酸量圃場割合
(野菜畑)

茶の農薬散布量を大幅削減！

かごしま式防除装置
Ｅ Ｅ

Ｅ

お役立ち情報

農業開発総合センター 検索

①かごしまマンゴー ②ギフアブラバチ（天敵） ③茶のかごしま式防除装置 ④新しい黒豚系統豚「クロサツマ２０１５」
⑤タイリクヒメハナカメムシ（天敵） ⑥LEDによるキク電照栽培 ⑦夏茶の付加価値向上 ⑧黒毛和種哺乳子牛の強化哺育

No. ３
(H28)

５つの基本テーマ

Ａ かごしまブランドを育む技術開発

Ｂ 収益力の高い農業経営の実現に向けた技術開発

Ｃ 新しい需要を切り拓き付加価値を高める技術開発

Ｄ 生産環境の変化に対応した農業技術の開発

Ｅ 安心・安全で環境にやさしい農業生産を支える技術開発

～鹿児島県農業で活用いただきたい新品種･新技術～

農業開発総合センターはＡ～Ｅの「５つの基本テーマ」の研究開発に重点的に取り組んでいます

鹿児島県農業開発総合センター

① ② ③

⑤④

⑦

⑧

⑥



○ 高温登熟性に優れ，高品質

○ 良食味（タンパク含有率が低

い）

○ コシヒカリに比べて，粒が大

きく，２割多収，収穫は10日

遅い

登熟温度30℃処理でも，白濁が
少ない「なつほのか」 ○ 早期栽培地帯

特 性

栽培のポイント

○ いもち病発生に注意

○ 早期落水しない

適応地域

園芸作物部

Ｇ

○ 低温開花性があり，省エネ栽培が可能

○ 特に低温期で草丈の伸び，花の大きさ，

水揚げ花持ちが優れる

○ 低温期に栽培期間の短縮が期待できる

○ 低温開花性があり，省エネ栽培が可能

○ 11～４月出しまで安定して生産できる
○ 花にボリュームあり

「冬馬」（とうま）

「立神」（りゅうじん）

花き部

なつほのかコシヒカリ

肉用牛改良研究所

肉量・肉質に優れた新規種雄牛
「政忠幸（まさたださち）」号（ＥＴ）

特 徴

○ 背脂肪は薄く ，ロースは大きい

○ 離乳時子豚総体重も増加

○ 体積に富み，管囲も太く，乳器も改良

畜産試験場

新たな黒豚系統豚「クロサツマ２０１５」

○ 華春福,安福久,安糸福,隆之国など交配対象（雌牛の父）

県内黒豚を改良

○ 出荷月齢

24ヵ月

○ 枝肉重量

559.6kg

○ BMS

NO.12

【血 統】 忠茂勝－金幸－神高福
【生年月日】 平成23年5月1日

特 徴 ○ 優れた増体能力と肉質が魅力

○ 「忠茂勝」号の後継牛

産子の枝肉

べにはるか１号 自家種いも利用
（種いも継代）

○ いもの形状は紡錘形で，揃いが良い

○ 皮色が濃く，曲がりやくびれの発生が少なく，外観が良い

○ 肉色は種いも継代と同じ黄白で，ブリックスも同程度に高い

○ 上いも収量やＡ品収量が多い

○ 一個重もやや重い

大隅支場

青果用サツマイモ「べにはるか」の
優良系統“べにはるか１号”を選抜

特 徴

０

○ 県内ピーマン類，ナス産地

燃費削減となる設置が簡易な
株元加温技術 園芸作物部

技術ポイント

適応地域

○ かん水チューブや枝ダクトを配置

し，定植前にマルチ設置

○ 加温時にマルチをバインダ－紐

で持ち上げる （三角テント状）

○ 施設内の暖房温度は，通常より

２℃低い16℃に設定しても（トン
ネル内は18～20℃になり），慣行
と同等の収量で燃費は削減

高温登熟性に優れる
早期水稲 「なつほのか」

Ａ Ａ

Ａ Ａ

Ｂ Ｂ

なつほのかコシヒカリ

ダクト

低温開花性に優れる秋輪ギク 新品種
「立神」「冬馬」

ffp

○ 県本土平坦地

○ 被覆は10月～４月中旬まで

○ 不織布の直がけで保温作型

軟らかく，香りが良い

大隅支場

簡易被覆を利用した若掘りゴボウ

（２～５月どり）栽培技術

○ 新梢が短いなど樹勢が弱い樹には行わない

○ 着果は主枝１ｍたり６房

果樹部北薩分場

地球温暖化に対応したブドウ着色

向上技術

シアナミド液剤散布

着色期，６月中旬

環状剥皮
満開30～35日後に

主幹部を2cm幅で剝皮処理
＋

無散布 散布

技術ポイント

留意点

「ピオーネ」等で８月出荷の作型適応地域 適応地域

技術ポイント
播種 収穫

9月中下旬 ２～３月

10月上旬 ４月

12月上旬 ５月

夏茶の付加価値向上のための
生葉低温保管システム

効 果

（農・食推進事業）

○ 初期冷却装置：水の気化熱で生

葉の温度が速やかに低下

○ 生葉冷却保管装置：低温（15～
20℃）で維持

○ 生葉管理に必要なデータを収集

しながら，温度，風量，生葉循環

撹拌等の制御が可能

技術ポイント

○ 夏茶臭低減，鮮度保持（葉傷み

抑制），香味強化，色沢向上など

茶種ごとに活用可能

○ 低温保管でリナロールなどの芳

香成分が増加

慣行 低温

普通煎茶の水色
（葉傷み抑制）

冷却保管装置

初期冷却装置

茶工場に持ち込まれた生葉を
急速冷却

茶業部

○ 5,000～10,000倍液で３～20時間前処理

○ 常温処理でも効果が大きく，高温時期の水揚げ日持ちが向上

○ 水揚げの悪い品種でも蕾が順調に開花

技術ポイント

効 果

徳之島支場

小型半履帯トラクタによるサトウキビ
管理技術体系

○ けん引力が強く，心土破砕耕が可能

○ ロータリ耕時の機体の振動が少ない

技術ポイント 従来の車輪式と比較すると

不耕起播種機を用いた追播による

増収効果 畜産試験場

○ 不耕起播種機を用いて，

暖地型永年牧草地にイタリ

アンライグラスを追播

技術ポイント

0 500 1,000 1,500 2,000

対照（イタリアン)
カーペット

センチピート
ナンオウ
ペンサコラ

Tifton9

乾物収量（kg/10a)

暖地型牧草

イタリアン

効 果

播種日：H24.10.29   播種量：3kg/10a

○ 乾物収量484～840kg/10aの増収

Ｂ Ｂ

Ｄ Ｄ

夏茶の付加価値向上のための
生葉低温保管システム

短時間処理 5,000倍で１～３時間
長時間処理10,000倍で２４時間以内

キクの日持ちを改善する前処理剤の
効果的な使用方法 花き部

Ｃ Ｃ

剝皮なし 剝皮あり

（サンケイ化学委託）

常温 冷蔵
(水道水)

常温 冷蔵
(前処理剤)

中耕（ロータリ）心土破砕耕（サブソイラ）


